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問 

　
第
１
次
総
合
計
画
第
３
編
第

１
章
に
、
土
地
は
住
民
生
活
や

産
業
活
動
等
の
共
通
の
基
盤
で

あ
り
、
限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源

で
す
。
こ
の
た
め
、
ま
ち
の
発

展
の
た
め
に
は
土
地
を
高
度
か

つ
有
効
に
利
用
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
と
明
記
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
有
効
に
活
用
さ
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
思
い

土
地
利
用
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

⑴　

十
四
山
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
南
側
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
、
及
び
そ
の
周
辺
の
芝
地
の

使
用
目
的
、
使
用
状
況
を
尋
ね

る
。

⑵　
駐
車
場
と
し
て
大
き
な
役

割
を
持
つ
敷
地
で
あ
る
こ
と
は

理
解
す
る
。
駐
車
場
と
し
て
の

機
能
を
確
保
し
つ
つ
、
隣
接
施

設
に
三
ツ
又
池
公
園
も
あ
り
、

一
体
感
の
あ
る
有
効
活
用
と
し

て
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
場
に
し
て
は

ど
う
か
。

  

答 

民
生
部
長

⑴　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
２
面

あ
り
、
面
積
約
900
平
方
メ
ー
ト

ル
の
施
設
、
21
年
度
以
降
利
用

者
の
方
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
周
辺
は
、
面
積
約

３
千
500
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、

使
用
目
的
は
、
主
に
健
康
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
芝
桜
ま
つ
り
、

海
部
地
区
の
中
学
校
の
駅
伝
大

会
の
臨
時
駐
車
場
と
し
て
利
用

し
て
い
る
。

⑵　

三
ツ
又
池
公
園
に
隣
接
し

て
い
る
と
い
う
条
件
等
か
ら
、

多
く
の
利
用
者
が
見
込
ま
れ
、

駐
車
場
と
し
て
の
機
能
を
確
保

出
来
る
こ
と
、
ま
た
遊
休
地
の

有
効
活
用
と
い
う
か
ら
も
、
来

年
度
の
開
設
に
向
け
進
め
て
い

き
た
い
。

土
地
の
有
効
活
用
と
し
て

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
場
を
提
案
す
る

   

問 

⑴　
鳥
ケ
地
処
分
場
の
経
緯
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

⑵　
現
在
の
使
用
状
況
、
今
後

の
使
用
計
画
は
あ
る
の
か
。

   

答 

民
生
部
長

⑴　

昭
和
56
年
度
の
埋
め
立
て

開
始
か
ら
平
成
15
年
度
の
埋
め

政
風
会

 
早
川 

公
二 

議
員

立
て
完
了
ま
で
、
当
時
の
十
四

山
村
の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
と
し
て
使
用
を
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
21
年
６
月
に
愛
知
県

か
ら
廃
止
を
経
て
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

　

面
積
は
、
４
千
629
平
方
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。

⑵　

現
在
は
、
市
内
の
散
乱
ご

み
の
回
収
を
行
っ
た
際
、
一
時

仮
置
き
場
と
し
て
使
用
を
し
て

い
る
。
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
の
跡
地
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
利
用
の

計
画
は
な
い
。

最
終
処
分
場
跡
地
と
い
う

条
件
か
ら
利
用
計
画
は
な
い

来
年
度
の
開
設
に

向
け
進
め
て
い
く

鳥
ヶ
地
処
分
場
の
活
用
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

鳥ヶ地地内最終処分場跡地

十四山総合福祉センター南側ゲートボール場及び周辺の芝地




